
生徒集団の形成と諸実践
　一女子高のエスノグラフイー一

竹石聖子

1、はじめに一問題設定と方法

　学級崩壊という言葉に象徴されるように、

今日、学校という場、あるいは学級が成り立

ちにくい状況が生まれている。より具体的に

は、授業が成り立たない、行事が行われない、

教師一生徒関係が成り立たないという現象で

ある。また、生徒間関係も困難な状況にある。

　既存の学校が成立しないという状況を変え

るべく、さまざまな改革が政策レベル、ある

いは個々の実践においても模索され試みられ

ているが、多くの学校や教師は混乱した状況

にあるようだ。このような中で新しい学校像

が模索されることはもちろんのこと、どうし

たら、学校、学び、教師一生徒間関係、ある

いは生徒間関係が成立するのかなど、具体的

な展望が必要とされている。

　そこで「総合」という独自の実践を行って

いるT女子高に着目し、1997年度には3年生

を、1998年度には1年生を対象としたエスノ

グラフィカルな調査を行った1）。3年生の調

査はT女子高に独自な学校生活がどのように

して展開されているのかを明らかにするため

に、週に一度、クラスの生徒と一緒に「総合」

の時間に参加し、夏にインタビューを行った。

1年生については、彼女らが体験してきた学

校とは大きく異なるT女子高にたいし、入学

当初どのような戸惑いをもち、そしてそれが

どのように変化していくのかを観察した。そ

の際、「総合」の時間だけではなく、行事への

取り組みや教師との関係など学校生活全般に

たいしても考察の対象とし、調査は週に一度

の「総合」の時間以外にも学校行事やHR活

動に参加し、通常の教科授業にも一週間の参

与観察を行った。

　本稿は2年にわたる調査記録をもとに、一

つ一つの事例を解釈し、若干の整理を行う研

究ノートである。特に以下の3点について整

理を行う。一つは、T女子高独自の学校文化

を明らかにすること、次に入学当初の1年生

と3年生との学校での過ごし方の違いについ

て明らかにすること、最後に、1年生が3年

生のように学校生活において主体的にかかわ

るようになる過程を分析することである。そ

の際、仮説的に、ジーン・レイブらの「正統

的周辺参加」2）の概念を援用することにする。

レイブらは『状況に埋め込まれた学習』にお

いて新参者が実践共同体へ正統的周辺参加を

通して共同体の成員である古参者になるプロ

セスを分析している。その中で、特に、新参

者が正統的周辺参加をすることで実践共同体

の全体が見えてくるということ、学習が教え

る一教えられる関係で成立しているのではな

く、学習の対象物や（親方ではなく）古参者

との関係で学習活動が成立していること、そ

れらを通して新参者が正統的周辺参加から十

全的参加へと移行していく過程で実践共同体

のアイデンティティを獲得していくという点

に着目し、T女子高において、学校に対して

アイデンティティを持たない1年生が、学校

にアイデンティティを持ち主体的に活動をし

ている3年生のように変化していく過程を明

らかにしたい。

2、対象校について

　T女子高は35人～40人学級が5クラス～6

クラスの規模の学校である。本校は生徒会活

動や学校行事が活発な学校で、数年前に生徒

会の働きかけで私服化が実現している。学習

活動においては週に一度「総合」の時間を設

けている。「総合」の時間はAの学習（1年生
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で「生命・そのつながり」、2年生で「人間と

いう生命・その実現」、3年生で「自律一私の

出発」）・Bの学習（「感性・表現・造形にかか

わるもの」）・Cの学習（農作業・共同食事・福

祉実習）の3分野で構成されている。「総合」

の日は普段の授業とは異なり午前・昼（共同

食事）・午後の3つの時間配分で行われるのも

大きな特徴であろう。2時半からはノート書

きの時間が設けられており生徒は一日の授業

をゆっくりと振り返り、ノートはその日のう

ちに教師に提出する。担当教師は担任教師集

団で構成されている3）。

　筆者がおこなったインタビューによれば、

生徒の多くは特にT女子高を積極的に選んで

入学してきているわけではなく、T女子高に

アイデンティティを持ち学校の活動に積極的

な3年生も入学の志望動機を「ほかに入れる

ところがなかった」と話すケースが少なくな

かった（「総合」という実践に興味を持ってT

女子高を選んで入学する生徒もいる）。

3、3年生の学校生活

　T女子高においては古参者である3年生の

学校での生活誌からT女子高がどのような実

践共同体を形成しているのかを明らかにする

ことにしよう。

（1）A組のクラス集団

　A組は10年目の男性教師が担任をし、全校

の中で遅刻者の数が一番多いクラスである。

T女子高は2年次でクラス替えを行うが、2

年から3年はそのまま持ち上がる。A組は2

年次での退学者が多く、3年生は29名のクラ

スであった。クラス集団には大まかに3つの

グループが形成されていた。

●服装および休み時間の過ごし方

　グループ1：委員会の役員などが比較的多

く休み期間は教室にいないことが多い。また

そうでない生徒は外や体育館でバスケット

ボールなどで体を動かして時間を過ごしてい

る。12名のうち2名が「制服」（T女子高は私

服であり、この「制服」はルーズソックス・ミ

ニスカート・ブラウスなどを着こなしている

ものを指す）を着用している。

　グループII：休み時間は教室で集団になり

おしゃべりをしていることが多い。9名のう

ちほとんどが「制服」である。また一人は私

服のときもある。おしゃべりの内容は「ナン

パされた話」など学校外で遊んだときの話題

が多い。

　グループm：一緒に教室のはじのほうで固

まって時間を過ごしているが、宿題や雑誌を

読むなど個人で時間を過ごしていることが多

い。8名全員が私服を着用している。

●授業への参加の仕方

　ABCの学習の中でグループによって参加

の仕方に特徴が顕著なのはCの学習の、特に

農作業の時間である。以下はトマトのわき芽

摘みの様子である。

tグループ1’手馴れた手つきでどんどん

芽を摘んでいぐ。摘み終わると畑の端の

ちょっとした空周で、泥まみれになクなが

ら大騒ぎをし時局を週こす。また水撒きな

ども、積：老亟的に行い、ホースをつかっで水

遊びをしながら畑に水をやるなどの光景が

百立つ。

　グループ∬’1の生徒と異なク畑を動き

回ることはなぐ、土の止に座クおしゃべク

をしながら百の前の5マみのわき芽を時局

をかけで摘むo芽摘みよりはおしゃべクに

彙中し、意識の外で手がラこいでいる様子

である。

　グループmゴ授業だし、減点されると

いやだVということが学習の動機であク、

積極的に動ぐ姿はみられない。1

　彼女らの参加の特徴は休み時間の過ごし方

とよく似ている。教師は生徒と一緒におしゃ

べりを楽しみながら参加しており、授業時間

ではあるが、ゆったりとした空間が形成され

ている。この授業の参加の様子を見ると、3

つのグループの中ではグループ1の生徒が

もっとも積極的といえる。

●「T女っこ」4）

　「T女っこ」とは、生徒と教師の中で「T女

子高の生徒っぽい」ことを意味する言葉であ

る。

　委員会活動にもたずさわり授業においても

積極的に動くグループ1の生徒が学校やクラ

ス集団においては中心的な役割を果たしてお

り、学校の中心的担い手という意味では「T
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女っこ」そのものである。例えば、グループ

1に属するアイとグループIIに属するマキは

自らを「T女っこ」と称し、「総合」の時間に

学んだことを解説してくれる生徒である。マ

キはグループHに属するが「うちらは間でつ

なぎ役」と話しており、1の生徒とも仲がよ

い。二人はインタビューで次のように「T女っ

こ」とそうでない生徒の違いを話している。

　t筆者が丁女子高のr総合ノの時摺につ

いての話を一遭ク衛いたあとに、／一ほかの

入とは逮っで今日のは分かクやすかったノ

という感想を述べたあとの会話である。

　マキ　みんなは表向きな話をするんで

　　　しょ？

　筆者　 じゃあ、これは表向きじゃないわ

　　　け？

　アイ　ほんとだよ。っでいうか、わかる

　　　よ、達うこという入たち。

　マキ　ノーみとかそうだよ、みんなはこ

　　　うやっでこうで、おもいやクをもで

　　　ましたって。そういう感想じゃない

　　　からね、　うちらぱね．

　筆者　じゅあ、そういラ感想いう入は、

　　　まだまだ違うの？

　アイ　なんか、丁女子高生じゃない。ま

　　　だ、入ってない。

　マキ　頑でわかっでいるだけなんだよ

　　　ね、行動にぱ出せないタイプだよ。

　筆者　じやあ、rT女っこノはどうやっ

　　　で書ぐの？

　マキ　だから自分で、わかんないところ

　　　はわかんないっで。

　アイ　もう、そのまま。だから、私、よ

　　　ぐあるもん。今Hの授業ぱよぐわか

　　　んなかったので、ノーみはかけない

　　　のでよぐわかクませんって。1

　彼女らは「総合」の授業を形だけではなく、

自分でよく考え、深く学習している人という

意味で「T女っこ」という言葉を使用してい

るのである。しかし、「T女っこ」あるいは「T

女子高っぽい」という言葉は次のようにほか

の意味でもしばしば使用されている。以下は、

学校生活全般に対してもっとも消極的（反抗

的）なグループ皿の生徒へのインタビューで

ある。彼女らはグループllに属するノリコに

ついて次のように話している。

　tエミ　ノワコちゃんぱLiSii！fiEVだから

　　　コギャルだよね。でも、おっとクし

　　　でるしすっこいきれいだし、はじめ

　　　コギャルだと想わなかった。

　筆者　ノリコちゃんはコギャルなの？

　エミ　う一ん。でも結構、丁女子高入っ

　　　ちゃってるよ。

　筆者　丁女子高入っちゃっでるっで？

　エミ　T女子高っぽい。

　リサ　発言が。キャンプのときにねえ、

　　　部屋が一・緒だったの。

　　　　仲筍割れしちゃった子がいたの

　　　ね。その子としゃべってたときに

　　　ね、ノワコちゃんの声がしでね、こ

　　　れからぱね、どんどん話二し・合っでい

　　　こうよって、そういうことがあった

　　　ら話し台・わなきゃ、わかんないよ、

　　　とか言い出して。普逓の学校じゃあ

　　　言わないでしょ。1

　T女子高は「総合」では共同作業が多く、ふ

だんの学校生活においても共同作業が非常に

多い。また「話し合いが多い」ことをT女子

高の特徴として生徒が話すことも多く、行事

への取り組みも盛んである。生徒は、学校の

特徴である「総合」の学習に積極的に取り組

む生徒や授業以外の学校生活の諸場面におい

ても求められる「人の話を聞いて、意見をま

とめていく」スキルを身につけている生徒を

「T女っこ」という言葉で表していることが分

かる。グループllのノリコが「T女子高っぽ

い」と評価されていることからも、単に授業

に積極的なグループ1の生徒が「T女っこ」で

あるのではなく、グループを超えて「T女っ

こ」は存在し、彼女らを中心にクラス集団が

形成されているのである。

●自律的なクラス集団

　先に述べたようにクラス内には大きくは3

つのグループが形成されている。各グループ

はただ仲がよいだけではなく、授業や学校、あ

るいはクラス集団に対してのスタンスによっ

て形成されていた。ではグループ間の関係は

どのようになっているのであろうか。

　グループHのマキが「うちらはつなぎ役」と

語ることからも、グループが異なっていても
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交流があることが想像できるが、次の事例に

もそれはよく表れている。

t一学娚の／一総合ノまとめのE’学期の最

後にまとめが行われる。この日はクラヌの

前でπ総合ノノーみの中で自分が一番気に

スっでいるものを読み土げ、クラスの支持

を得た代表の生徒が学年全体の場で発表す

る形式になっている。グループ∬に属すミ

サみが時間になっでも教室に入らずに廊下

で他のクラスの生徒と座ク込んで話をしで

いた。それを担任教師が教室』に入るように

注意するがミサトは無視する。手を引っ張

クどうにか教一室へいれようとする教師に向

かっで、反抗的な，態度をとる。これをみて

いたグループ1のマミが［ミサみノノと怒

鳴るように声をかけるとミサAは素直に教

室ヘスリ、自分の番がまわってぐるとノー

Aを発表した。1

　このようにグループが異なり休み時間など

にも話す機会が少ないようにみえる生徒同士

の間でも互いに働きかけることができる関係

が形成されていることがわかる。またここで

は教師の働きかけには応じないミサトが仲間

の働きかけには応じており、このことからは

教師ではなく生徒自らがクラス集団を形成し

ており、その意味で自律的な空間が成立して

いるといえるだろう。

　生徒が自律的にクラス集団を形成している

ことは次の事例でもみることができる。

tスポーツフェヌテイバル’スポーツフェ

スティバルは6ノヲのはじめに行われ、学校

の三大行事（スポーツフェヌティバル・文

化祭・音楽祭♪のひとつである。1、2、

3年生でクラスを縦割クにしたチーム編成

で競う形式をとっでおク、3年生が応援厨

長をつとめ盛ク上げる。

　A組はほぼ全」貿が参加したが、いぐつか

の種9に出ることができなかった。教師が

行う爪の検査にひっかかっでしまったため

である。生徒はきれいに伸ばした爪を出揚

したいがために切ク、再度教師のところへ

行ぐがまだ長いという理由で出場できな

かった。出場できなかった生徒は主にr制

服ノを着用しているグループ1や∬の生徒

であった。彼女らは応援席で出場できな

かった侮しさから泣いでしまい、HR委買

のミホ‘グループT？がなだめでいた。ミ

示とマミ（グループ0はこのときのこと

を次のように話しでいる。

　（rtfillについてのインタビューの際にス

ポーツフェスティバルの話になっで♪

　マミ　だから、ちゃんとね、それ統一し

　　　ないとだめだよ。だから、ヌポーッ

　　　フェスティバルでさあ、爪？

　筆者　ああ、爪事件あったね。

　マミ　だから、それも先生の基準が違う

　　　から、みんな。だから出れる子と出

　　　れない子いたでしょう。こんなのい

　　　まさら言っでも遅いんだけどさあ。

　筆者　爪事件さあ、泣いてた子ぱさあ。

　ミホ　うちのクラスいっぱいいたよ、泣

　　　いでた子。

　筆者　そノZは出れなぐで泣いたの？

　二入　うん。

　ミホ　切ったのに、ちゃんと切ったの

　　　に。

　マミ　だめ。J

　3年生にとっては最後のスポーッフェス

ティバルであり、クラスのみんなで力を合わ

せて行う種目に出場できないということが生

徒たちにとっては悔し涙を流すほど大きな出

来事だった。この出来事は、クラスに対する

帰属意識が強いことをよく表わしている。ま

た先に示した農作業の時間の中での教師と生

徒は農作業を媒介させながら場を共有してい

たが、ここでの教師と生徒は対立しており、生

徒は教師の理不尽さ（教師によって基準が異

なっていることや爪を切ったのにもかかわら

ず出場が停止になったこと）に反発しながら、

教師に対して生徒はグループを越えて団結し

クラス集団を形成していることが分かる。

（2）学校を動かす3年生

　これまで、A組のクラス集団の授業や行事

などの動きから「T女っこ」を中心に自律的

な集団が形成されていることを明らかにして

きた。ここでは、教師のインタビューから3

年生が学校を動かす主体となっていることを

明らかにすることにしよう。

　先の「爪事件」においては、教師はルール

違反の生徒に対しては徹底的に指導を行って
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いるが、基本的には3年生を信頼している。例

えばある教師は入学したばかりの1年生と3

年生の交流の場であるスポーツフェステイバ

ルについて以下のように話している。

　tスポーツフェスティバルで縦の関孫が

できると、（1年生は♪落ち着いてぐるの

よ、というのは、3年生と教師は信頼衡孫

にあるから1年生がちょっと周題だなあと

想えぱ3年生にrちょっと、あなたから

言ってやっでぐれない？yっでいえるの
よ。1

　教師が信頼をしている3年生は実際にはど

のように学校の諸活動では活躍しているのだ

ろうか。例えば文化祭では各クラスの取り組

みを展示・食品・ステージという部門に振り

分けるがこの調整は文化祭実行委員を中心に

行われる。調整の際には各クラスの代表が面

接を受け、クラスの案を説明し、それを実行

委員会が審査する。この面接がどのように行

われているのかを生徒会担当の教師にインタ

ビューした。ここでは1年B組の代表が面接

をしたときの話を聞いている。

　’筆者　丈化祭の面接っでいラのは、あ

　　　れは先生が面接するんですか。

　教師　あれぱねえ、生徒もいで、でも僕

　　　がする。B組はねえ。縁日なんだけ

　　　ど。一回百は何もできていなぐで、

　　　クラスで話し合ラように、いうで

　　　な。二回9はわ

　筆者　ミチコは三回百のときに行ったん

　　　ですよね。（ミチコは代表者だった

　　　が、学校を休みがちで、ほとんど代

　　　理の生徒が面接にででいたが、3回

　　　百ぱミチコが面接を受けた♪

　教師　そうそう、3回百の峙に、B紐の

　　　この企画のいいところはなんだっで

　　　爾いたんだ。そしたら手作クって。

　　　手作クってだけ言うたんや。だか

　　　ら、じゃあ手作りやったら、コピー

　　　でお面じゃなぐて、せっかぐr総

　　　合ノで粘土やってるんやからにの

　　　とき1年生はBの学習で粘土で皿を

　　　作っでいたク粘．±からお面つぐると

　　　かせなっでいうたんや。それぱ

　　　ちょっと大袈裟やった。生徒から、

　　　あとから、先生それはやりすぎっで

　　　言われた。2、3年生があんときは

　　　フオローしたんや。J

　面接は教師が中心になって行っているが、

2、3年生も教師と対等な立場で場にかか

わっている。また教師もフォローしてくれた

2、3年生を信頼している様子が伺える。こ

のようにT女子高の3年生は学校を動かす主

体となっているのである。そして3年生に対

し教師は安心して場を任せていたり、あるい

は助けられたりしている関係にある。

　以上のことから、仲間の声を聞きながら仲

間同士の関係を形成する力がある「T女っこ」

を中心に自律的なクラス集団が形成されてい

ること、教師は3年生を信頼し、ある程度「場」

を任せ、3年生が学校全体を動かしているこ

とはT女子高の学校文化の特徴であると捉え

ることができる。

4、1年生の学校生活

　ここでは1年生の学校生活に焦点を当てる

ことで、新参者が実践共同体としてのT女子

高の学校生活や諸活動にアクセスしていくプ

ロセスを分析することにしよう。

（1）1年B組のクラスの様子

　筆者が調査を行った年度の1年生について

教師は「T女子高に慣れれば落ち着くと思い

ます」という見通しをもつ一方で、「今年は入

学式早々から無断欠席や遅刻が多く、こんな

ことははじめて」と例年とは少し様子が異な

る生徒に戸惑ってのスタ・一・一トであった。

　筆者が調査に入ったB組は学年主任の男性

教師が担任で、学年の中では比較的、欠席・遅

刻は少なく落ち着いたクラスである。クラス

に姿をまったく見せることがなかった生徒が

2名、そのうち一人は一学期途中で退学して

いる。朝と帰りのHRには教室にくるが授業

が始まると保健室という形での保健室登校の

生徒が1名、中学時代は不登校気味であった

生徒は8名いる。

（2）3年生と異なるB組のクラス集団

　3年生同様にクラス集団内に形成されてい

るグループの特徴を示すと以下のようになる。

1年生は2学期になるとグループが再編され

5
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ていったが、ここではまず1学期のグループ

について説明することにしよう。

●服装及び休み時間の過ごし方

　グループ①：入学当初は大きな集団を作り、

教室のなかでは大きな声をだし大騒ぎをする

グループである。とにかく「元気がいい」と

いうのが特徴である。服装は「制服」の生徒

が3～5名、私服の生徒が3～・5名である（必

ず「制服」を着用というわけではなく流動的

であった）。このグループは10人くらいであ

り、「制服」の生徒も私服の生徒も、ピアスな

どの装飾品を身につけるなどの校則違反をし

ている。

　グループ②：次に元気がよいのがこのグ

ループの生徒である。12人くらいの生徒がこ

こに属する。休み時間は2、3人くらいの人

数に分かれておしゃべりをしているが、その

おしゃべりをしている組み合わせは固定して

いない。すべての生徒が私服を着用している

がそのうち半数が①の生徒同様、校則違反を

している。違反をしていない生徒はHR委員

や班長などを引き受けている。

　グループ③：7名くらいで教室の端で固

まって、漫画や雑誌を読んでいる。教室で大

きな声を出すこともない「おとなしい」グルー

プである。「制服」を着用している生徒が3～

4名であるが、校則違反をしている生徒はい

ない。

　グループ④：便宜上グループとくくるが、こ

こに属する生徒はどのグループにも属さない

生徒である。2、3名ずつでアニメ漫画の話

をしている生徒が6名いて、ほかに4名は一

人で教室にいることが多い生徒である。すべ

ての生徒が私服を着用し校則違反もしない。

　生徒の話を聞いていると、グループ①②の

生徒は学校外ではお化粧などをする習慣があ

るが③④の生徒はお化粧の習慣はないという

傾向がある。

●授業への参加の仕方

　「総合」の時間は通常のチャイムとは異なる

時間配分で行われるため、生徒は自分で時間

を見ながら行動することが要求される。3年

生は教師の指示がなくても自分で次はどこで

何の学習なのかを把握し計画表にそって行動

することができるが、1年生には難しい。ま

た授業への姿勢も受身的でやはり教師の指示

がなければ動くことはない。さらに1年生は

教師から評価されることに対して非常に敏感

であることが以下の事例から分かる。

　f朝のHR前に教室ヘスるとアミ（グ
ループ③♪が筆者に声をかけてぐる。

　アミ　あれ、持ってきた？（黒板を指差

　　　しで♪

　筆者　何、あれ、知らないよ（黒板に総

　　　合の持ち物が書いてある♪

　アミ　知らないよねえ

　筆者　なんで知らないの？

　アミ　みんなが解教したあとで先生がき

　　　で連絡したんだって

　筆者　それじゃあ先生がいけないんじゃ

　　　ん

　アミ　ぞう。それで忘れ物ってつけられ

　　　たら納得いかないよね

　筆者　でも、先生のミスだから大丈夫

　　　じやないの？

　アミ　でもわかんないじゃん。J

　このようにさまざまな場面で教師から評価

されるということ、しかも減点評価をされる

ものという意識を生徒は強く内面化している。

「総合」ノートも3年生、とくに「T女っこ」

は「分からないときは分からなかったと書く」

と話しているのにたいし、1年生は「あんな

のうそばっかだよ」と話す生徒が大半である。

●生徒総会における1年生と3年生の意識の

ギャップ

　入学して一週間後には新しい年度になって

最初の生徒総会が行われる。上級生は生徒総

会の趣旨を説明し議長団の書記の立候補を募

りに1年生に呼びかけにくるなど、入学早々

に1年生は学校を動かしている上級生の姿を

目の当たりにする。

tl学期の生徒総会’生徒総会は学校行事

の原案が出るたびに開かれるため月に一一Ef

のペースで行われることもある。総会弓bぱ

PHS・携帯電話の電源を切るという約束

になっでいた。ところが何度か音がなった

ために司会の生徒が名乗ク出るように全校

生徒に訴えたが、誰も名乗ク出ることがな

ぐ、総会は約束違反者がいたために中止に

6
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なった。総会終ア後、1年生が名乗ク出
た。1

　この話をしていた1年生の生徒の多くは名

乗り出なかった1年生に同情し、上級生がな

ぜそんなにムキになるのか理解できない様子

であった。ここにはみんなで話し合って学校

行事を自分たちの手で成功させたいという上

級生と話し合うことや場を大事にするという

感覚を理解できないという1年生の意識の

ギャップを見ることができる。

●ギスギスしたクラス集団

　3年生のクラス集団はグループがゆるやか

に形成されながらも、「T女っこ」を中心にグ

ループを越えた仲間関係が形成されながらク

ラスとしてのまとまりをもっていたが1年生

のクラス集団はどのように形成されているの

だろうか。

f6月11日キャンプの練習’キャンプでは

朝夕の食事は班ごとで自炊のため、このθ

のr総合ノの日は丸一日グランドでカレー

作クであった。筆者は外で食事をしながら

数名にインタビューを行った。例えばグ

ループ③に属し農作業を黙々としていたミ

ユキはrリエさんとかミカさんとか怖い

なノとグループ①に属する生徒のことを話

す。特にリエとミユキは1司じ班の生徒で

あったにもかかわらず、相手のことをr僑

いノと感じるような関孫を形成している。1

　1年生はグループを超えた関係を形成する

ことが困難な状態にあることが明らかである。

またインタビューからはグループ③の生徒は

グループ①の生徒を「怖い」と感じていてク

ラスにおいてなんらかの序列関係が形成され

ていることが伺える。

f同じ場面のグループ②の生徒へのインタ

ビューによると、クラスが分裂していてギ

スギスしでいてキャンプに行きたぐないと

話している。またHR委買のミサへの批判

が続出しでいた。その批判の理由はIva　6

しないYこととfiクラヌのみんなが批判し

でいるのに本入が自覚しでいないノという

ことであった。J

　グループ②の生徒は、このように冷静にク

ラスの状況を把握している。「クラスのみんな

が批判しているのに本人が自覚していない」

という話から、休み時間などにミサの言動に

ついての話が仲間同士で行われていることが

伺える。3年生はこのような事態が生じると

「T女っこ」たちが動き、話し合いや働きかけ

合いを行い問題を解決していこうとするが、

1年生のこの段階においては批判を本人にぶ

つけたり、クラスの問題として提起する動き

は見られない。教師は「総合」の学習や「総

合」キャンプ5）、その他の学校行事への取り

組みを通して生徒を観察し、リーダーになっ

てほしい生徒には班長決めなどの際に「やっ

てみないか」と個別に働きかけを行っている。

その際教師は「人の話がきちんときける生徒」

をリーダーの条件に挙げている。また養護教

諭6）はB組のグループ①に属するトモコにっ

いて「トモコはT女子高では近年まれにみる

いい子」と評価している。「どんなところがで

すか？」と筆者が尋ねると「ちゃんと人の話

が聞けて、聞いたことを理解できて、そのと

おりに行動できる」と話しており、「人の話が

聞けること」が重視されている。教師は「人

の話が聞ける」生徒を「T女っこ」予備軍と

してみているといえよう。しかし、この「T

女っこ」予備軍はすぐには「T女っこ」とし

て活躍するようにはならない。教師が班長に

なるよう個別に働きかけても、ほとんどの生

徒は拒否している。また先のカレーづくりを

している際のクラスの様子からも分かるよう

に、仲間の声を聞き、仲間に対して批判的な

目が育ちつつあっても、実際にそれがぶつか

りあうまでには至らないのである。

　以上のように1年生のクラス集団は、授業

や学校行事に対して受け身的な参加をしてい

ること、グル・一・・一プを横断した人間関係がクラ

ス集団において形成されていないことなど、

3年生のそれとは異なっている。また、3年

生は「T女っこ」というT女子高にアイデン

ティティを持つ生徒が存在し、彼女らが中心

になってクラス集団を形成していたが1年生

は生徒総会の事例からも分かるようにT女子

高固有の学校文化（例えば生徒が中心になっ

て話し合いを大事にしながら学校を動かして

いくこと）に対して違和感を抱き、クラス集

団においては互いに批判的な思いをいだいて

いてもそれをぶつけあうことをしない。そし
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てクラス集団をうこかしているのは「T女っ

こ」予備軍の生徒ではなくHR委員や班長な

ど公的な役につく生徒であるか、クラス集団

内にできた序列関係の上位にいる生徒（例え

ばグループ③の生徒が怖いと感じているグ

ループ①の生徒たち）である。

（3）グループの再編

　3年生とは対照的な1年生のクラス集団が

2学期以降、変化を見せる。生徒へのインタ

ビュー・一一をもとにどのような変化があったのか

を整理することにしよう。

●グループ③の生徒へのインタビュー（9月

24日）

　t筆者　　だれとだれが仲がいいか、教

　　　えでぐれるかなあ？

　ミユキ　 皆、仲力ごレ、レ｝よねo

　筆者　　そうなんだけどね。例えば、自

　　　分らはだれといることが多い？

　ミユキ　ここζ一緒に食事をしでいるグ

　　　ループ③をさしで♪

　　　　　・・・…　中略・・・…

　筆者　　じゃあねえ、ナツコとかは‘だ

　　　れと仲がいいの？）　？

　ミユキ　 アヤちゃんとかカ）ナノレとか。

　筆者　　カオルは二回百だね。

　ミユキ　ここぱいろいろ．入れ替わるし

　　　ね。J

　ミユキはP．7ではリエやミカのことを「怖

い」と話していた生徒である。6月の時点で

は一緒にいることの多い同じグループの生徒

以外のクラスメートに関しては距離をとって

いたが、このインタビューでは「皆、仲がい

いよね」と話していてクラスのメンバーに対

する距離の取り方に変化があったと読み取れ

る。またカオルの名前が何度か登場しており、

グループが流動的であることが分かる。

●ナツコにクラスの仲間関係について聞いた

後に続くインタビュー（9月17日）

t筆者

ナツコ

筆者

ナツコ

どこが強いの？

リエさんのところ

ここが強いの？

今、文化祭の代表して頑張って

　　るから

筆者　　あとは？

ナツコ　ミカちゃんのところとか

筆者

ナツコ

筆者

ナツコ

やっぱクここか

ミカちゃん、いい入だから

皆を巻き込める入？
・そう。J

　ナッコはグループ②のHR委員をしている

生徒である。リエとミカはグループ①の生徒

である。筆者はクラスの中心的存在が誰だと

思うかを聞き出すために、生徒へのインタ

ビューでは「だれが目立つ？」「誰が強い？」

と話を切り出すことが多かった。ここでは「ど

こが強いの？」という筆者の質問に対して、ナ

ツコは「文化祭の代表をしている」ことや「い

い人」であるということを理由にリエとミカ

の名前をあげている。このことからクラスに

おいて「力を持つ生徒」というものが、皆を

まとめるような存在として理解されているこ

とが分かる。これはp．7でミユキがリエやミカ

のことを「怖い」と話しているのとは異なっ

ていて、6月の時点でのクラス集団内に形成

されていた「序列関係」とは異なった関係が

形成されていると読み取れるだろう。

　リエは正式には文化祭の代表者ではなく、

不登校気味で代表者として動けないでいたミ

チコの代わりとして代表者をつとめていたが、

10月くらいから授業をさぼるようになってい

く。これに伴いクラスメートがリエに対して

「前は話ができたけど、最近できない」と話す

ようになる。つまりクラス集団が授業や行事

などの学校生活（活動）に参加するかしない

かという価値を共有しながらクラス集団を形

成するようになったといえるだろう。

　このように2学期以降のクラスはグループ

を越えた関係が形成されつつあり、またクラ

スの中には仲間の声を聞きまとめる力のある

ような「T女っこ」に近い存在が現れている

という点で3年生のクラス集団の質に近いも

のになってきているといえる。

5、学校の構成員としてのアイデンティ

ティ形成にいたるまで

　ここまで見てきたように1年生のクラス集

団においても学校生活を経ることでT女子高

に固有の学校文化を生徒が内面化しクラス集

団を形成していくようになり、しだいに学校
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の構成員としてのアイデンティティを獲得し

ていくが、このアイデンティティ獲得は学校

の授業や行事などの活動（諸実践）に参加し

ていく過程と深く関係があるのではないだろ

うか。ここでは授業や行事にどのように参加

しているのかをまとめることにしよう。

（1）学習活動への参加と構成員としてのアイ

デンティティ形成

●農作業の事例

農作業の時間に教師とのやりとりを頻繁に行

うのはグループ①②の生徒である。このグ

ループの生徒は③④の生徒が教師に敬語を使

うのとは対照的に、教師とも友達のように話

をし、反抗的な態度を表に出すことができる。

その一方で農作業のような屋外での作業は積

極的に参加するが、以下の事例にあるように

①と②の生徒では参加の仕方や教師との接し

方が異なっている。

f農作業・みマAのわき芽摘み：3年生に

とっては説明の必要がないこの作業は、1

年生にとっては最初は困難である。どれが

わき芽であるか見分けがつかないためであ

る。そこで教師は一本一本のAマみの木を

前に生徒を菓めて一緒に確認をしながら作

業を進めでいぐ。農作業を担当している教

師はベテランの男催教師と2　ff　ffの男催教

砺であるが、ベテラン教師はr総合ノぱ農

作業を担当することが多ぐ、じか足袋姿で

畑に二登場する。普段は数学教師であるが自

己紹介では／一農作業の先生です一／と自ら名

乗ク、畑にいると農家の入のようである。

以下は、この教師と生徒のやりとクの様子

である。

　みモコ（グループ（Z））　：どれがわき芽だ

かが分からない生徒がベテラン教師にfこ

れ幻と聞ぐとそのたびにr違うノといわ

れ、しまいには教師がrどうしてこんなこ

とがわからないんだよノと大きな声を出

す。これに対し生徒はあまりにもムキにな

るのがおかしい様子で何度もfこれは幻

fじゃあ、これは？ノと嚴き、教師も生徒

もこのやクとク自体がおかしぐでしかたが

ない様子でどんどん芽を摘んでいった。

　ミチコ（グループ②♪’同じようにミチ

コがベテラン教師に、fこれ？ノと聞ぐと、

fそこはさわっちゃだめノと大声で怒鳴ら

れる。この教師の対応は先に示した①の生

徒に対する対応とノ司じものであった。しか

しこの生徒は隔σいただけなのに、おこる

ことないじゃんかノ［そんなに怒るんだっ

たら自分でやれってかんじノ［全部、もい

でやクたいよノと興奮してしまい、怒クが

さめるまでにかなクの時局を要した。しば

らぐしで彼女はもう一入の例の教師に搦

ぐ。今度は丁寧におだやかな口調で説明が

あク、彼女は納得した。1

　トモコ（グループ①）はムキになる教師の

様子が今まで見たことがない意外な教師の姿

だったためにおかしくなり、この教師とのや

りとりを楽しんでいる。一方、ミチコ（グルー

プ②）は別の教師の説明には耳を傾け納得し

ていたが、、ベテラン教師に対しては「そんな

に怒るんだったら自分でやれ」と興奮してい

た。ベテラン教師のムキになった様子を「理

不尽に教師に怒鳴られた」と認識したと考え

られる。しかしミチコはここでは教師に反発

しているが次の事例からは教師がいない場に

おいては、農作業に対して積極的な感覚を

持っていることが分かる。この事例は先の事

例の直後の場面である。

1ぼうれん草の収穫を行い、収穫した籠

いっぱいのほうれん草をグランドの撰の水

道で洗う作業をしでいたときの会話であ

る。会話をしているのはつい数分前にベテ

ラン教師に怒っていたミチコを含むグルー

プ②のお化粧をする習慣がある生徒で、普

段はクラス菓団には積極的にかかわろうと

しない生徒である。

　ミチコ　なんかさあ、すっこいいけてる

　　　高校生がこんな会話しでたらいやだ

　　　よねげこんな会話ノとはrほうれ

　　　ん草がきれいだノπ新鮮だノという

　　　意劇
　ヤスコ　でも、うちら今・、バリバリしで

　　　たよね。

　ミチコ　今日のほ）れん．草はきれいだっ

　　　たとか。

　ヤスコ　うちら、もうはまっでんだよ

　　　ね。1

　この作業を積極的に行ったのはこの会話を
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していたグループ②の生徒で、教師の働きか

けにまっさきに名乗り出るグループ①の生徒

はおしゃべりをして作業は行わなかった。グ

ループ②の生徒は教師との関係においてでは

なく、仲間やあるいは農作業という作業を通

して教師が生徒に伝えたい事柄でもある「新

鮮なほうれん草」を発見していることになる。

また「いけてる高校生がこんな会話していた

らいやだよね」と話す一方で「でもうちら今、

バリバリしてたよね」と、彼女らは一般的な

「高校生」と自分たちとを差異化し、「もうは

まってんだよね」と話しているように、農作

業を通して「T女子高の高校生である」とい

うアイデンティティを獲得し始めていると考

えられる。

（2）上級生との関係

　T女子高は3年生が学校行事においても活

躍し、活動を盛り上げている。例えば文化祭

は前日の準備の段階から上級生が一切を仕切

り全校合同HRも任されている。そのため後

夜祭での3年生の達成感は大きく盛り上がる。

1後夜祭は全員にジュースが配られr乾杯ノ

で始まる。乾杯のあとは各部門賞の発表が

行われ表彰があク、最後には実行委貞長が

挨拶をする。3年生にとっでは最後の文化

祭ということもあク、大きな歓声がわきあ

がる。1年生はまだT女子高の構成買にぱ

なクきれでいないために、盛ク．上がる3年

生に圧倒されでしまうが、圧倒されながら

もアミは／’こういうの見でると、私も来年

やろうかなあって想うVと憧れを抱ぐJ

　3年生の姿を目の当たりにする機会が多い

ことで1年生は憧れを抱き学校行事にかかわ

ろうとするようになる。このように3年生の

姿は1年生にとっては「自分も3年生になっ

たらあんなふうにできるのだろうか」という

イメージがわく点で重要であり、構成員とし

てのアイデンティティ形成に大きな影響を与

えている。

（3）クラス集団の仲間関係と学習や活動への

かかわり方の相互作用

　p。8では2学期以降のクラス集団において、

「いい人」であるミカや「文化祭の代表として

頑張っている」リエなどを中心にグループを

超えた関係が形成されてきている様子を明ら

かにした。一方でリエがクラスの取り組みや

授業をさぼるようになりはじめると、クラス

メートはリエについて「最近、話ができなく

なったよね」と話すようになる。これらは、「み

んなで取り組むこと」を重視するT女子高の

論理をあらわしている。この変化は行事への

取り組みに積極的にかかわることでグループ

を超えた関係を形成できるようになり、逆に

そのような関係が形成されることによって学

校の活動に積極的にかかわれるようになった

ことをしめすものである。一方リエやその仲

間たちは授業をサボるなど学校の活動にかか

わらなくなることでクラスの仲間から「話が

できなくなった」といわれクラス集団におけ

る仲間関係が形成できなくなり、逆に仲間関

係が希薄になったために学校の活動にかかわ

らなくなったのである。つまりクラス集団の

形成と学校の活動への取り組みは相互作用の

関係にあるといえよう。

6、今後の課題として

　このようにT女子高を一つの実践共同体と

してとらえることで、1年生が入学当初は3

年生やT女子高の学校生活に戸惑い違和感を

感じていたものが、しだいに「T女っこ」と

してのアイデンティティを形成していくプロ

セスを一定説明することができる。しかし説

明できない要素もあった。例えば教師との関

係である。レイブらの枠組みを援用するなら

ば教師はく親方〉と位置付けることができる。

学習活動は農作業の事例でみたように教師と

の関係ではなく仲間や実際の作業そのものと

の相互交渉で成立している。しかし教師自身

も農作業に関しては素人であり、教師も生徒

とともに学ぶということが意識され、教師は

毎年様々な分野を担当するような工夫がされ

ている。そのため時には教師は生徒と同様に

学ぶ立場で学習に参加する場合もあり、この

ことは教師と生徒の関係形成において重要な

意味を持っていると考えられる。また3年生

の爪事件にみられるように教師はときとして

生徒と激しく対立する立場におかれることも

あり、また生徒は教師との対立関係が生じる

ことによってクラス集団が一致団結するケー
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スもあり、ある意味ではまさに教師との関係

によってクラス集団が形成され、そのことが

T女子高という共同体を形成している。

　もう一つは生徒同士の横の関係、つまり1

年生のクラス集団内での人間関係のありよう

と「T女っこ」誕生の関係についてである。1

年生のクラス集団内のみに焦点を当てると、

T女子高のもつ固有の論理とは別の論理に

よって関係が形成されている。生徒は様々な

学校から入学してきており、学校外での仲間

関係の広がりや活動の仕方も大きく異なって

いる。T女子高の文化にすぐになじめる者も

いればそうでない者もいる。それらの問でク

ラスにおけるポジション争いが起こりながら

関係が作られ、その過程でT女子高固有の文

化に出会い、関係がいくども作り変えられな

がら構成員としてのアイデンティティが形成

されていく点にも着目する必要があるだろう。

　註

1＞参与観察・インタビューの手法に関しては、佐

　藤郁哉『フィールドワーク』（新曜社，1992年）

　を参考にした。インタビューは3年生について

　はテープレコーダーをまわしながらのフォーマ

　ルな形で、1年生については録音はせず、すべ

　てインフォーマルな形で行った。なお本稿に登

　場する人名はすべて仮名である。

2）ジーン・レイブ／エテイエンヌ・ウェンガー『状

　況に埋め込まれた学習』産業図書

3）「総合」の時間の実践についての詳細は以下の文

　献を参照。松村順子「『総合』科におけるく生命

　と性〉の教育」（『教育』1996年11月号）国土社。

　山口直之「橘学苑『総合』における『評価』に

　ついて」（『高校生活指導』119）明治図書刊，1994

　年。高部訓武「学校観を変えたカリキュラム」

　（『高校生活指導』lll）明治図書刊，1992年など。

4）T女子高の学校名をもじった「T女っこ」とい

　う言葉が生徒の間で使われている。

5）7月に「総合」の授業の一貫として3泊4日の

　キャンプが行われる。すべての日程は班行動で

　テント生活である。父母の参加もある。

6）T女子高の養護教諭はこのように健康面以外に

　おいても、例えば生徒同士の仲間関係について

　も生徒を観察しており、各担任教師と頻繁に情

　報交換をしている。
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